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フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ッ
ト
ー
・
ル
ン
ゲ
の
世
界
―
―
文
学
と
美
術
―
―
（
１
）
高
木
昌
史
１
古
典
文
学
〔
註
〕
本
稿
は
、
１
古
典
文
学
、
２
聖
書
、
３
ア
ラ
ベ
ス
ク
の
図
像
学
、
以
上
三
部
か
ら
成
る
表
題
論
文
の
第
一
部
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
と
参
考
文
献
一
覧
は
第
三
部
末
尾
に
一
括
し
て
掲
げ
る
。
序
北
ド
イ
ツ
の
ポ
ン
メ
ル
ン
地
方
ヴ
ォ
ル
ガ
ス
ト
に
生
ま
れ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ッ
ト
ー
・
ル
ン
ゲPhilipp
O
tto
R
unge
（
一
七
七
七
―
一
八
一
〇
年
）
は
、
同
じ
く
ポ
ン
メ
ル
ン
は
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
出
身
の
カ
ス
パ
ー
ル
・
ダ
ー
ヴ
ィ
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒC
aspar
D
avid
Friedrich
（
一
七
七
四
―
一
八
四
〇
年
）
と
並
ぶ
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
代
表
的
画
家
で
あ
る
が
、
風
景
画
で
独
自
の
境
地
を
拓
い
た
後
者
に
対
し
て
、
ル
ン
ゲ
の
著
し
い
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
我
々
は
彼
の
文
学
的
要
素
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
八
〇
〇
年
前
後
の
ド
イ
ツ
は
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
、
テ
ィ
ー
ク
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
兄
弟
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ア
ル
ニ
ム
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
、
グ
リ
ム
兄
弟
等
、
い
わ
ゆ
る
ロ
マ
ン
主
義
の
詩
人
、
哲
学
者
、
文
芸
批
評
家
が
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
を
中
心
と
し
た
ゲ
ー
テ
や
シ
ラ
ー
の
古
典
主
義
と
互
い
に
交
流
し
、
ま
た
あ
る
場
合
は
激
し
く
対
峙
し
て
、
類
ま
れ
な
文
化
の
華
を
咲
か
せ
た
黄
金
時
代
と
言
っ
て
17
よ
い
。
画
家
ル
ン
ゲ
の
創
作
活
動
も
こ
の
文
化
的
風
土
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
文
学
は
、
彼
の
絵
画
の
成
立
に
と
っ
て
不
可
欠
の
要
素
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
ル
ン
ゲ
の
幾
つ
か
の
作
品
を
、
文
学
と
の
関
連
か
ら
鑑
賞
し
考
察
し
て
み
た
い
。
ル
ン
ゲ
略
年
譜
（
注
本
稿
で
取
り
上
げ
る
項
目
を
中
心
に
す
る
（
１
））
一
七
七
七
七
月
二
十
三
日
、
船
主
で
商
人
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ニ
ク
ラ
ウ
ス
と
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
・
ド
ロ
テ
ー
ア
・
ル
ン
ゲ
の
十
一
人
の
子
供
の
九
番
目
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ッ
ト
ー
・
ル
ン
ゲ
、
当
時
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
領
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
の
ヴ
ォ
ル
ガ
ス
ト
に
生
ま
れ
る
。
一
七
九
五
六
月
、
十
歳
年
長
の
兄
ダ
ニ
エ
ル
の
商
社
を
手
伝
う
た
め
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
旅
立
つ
。
一
七
九
七
商
社
を
辞
め
、
夏
か
ら
一
年
間
、
素
描
の
授
業
を
受
け
な
が
ら
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
、
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
等
、
古
典
古
代
の
作
品
を
耽
読
、
シ
ラ
ー
刊
行
の
文
芸
誌
『
詩
神
年
鑑
』M
usenalm
anach
と
『
ホ
ー
レ
ン
』H
oren
を
購
読
。
一
七
九
八
五
月
・
六
月
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
テ
ィ
ー
ク
の
小
説
『
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
バ
ル
ト
の
遍
歴
』Franz
Sternbalds
W
anderungen
に
強
い
衝
撃
を
受
け
る
。
一
七
九
九
ゲ
ー
テ
の
美
学
雑
誌
『
プ
ロ
ピ
ュ
レ
ー
エ
ン
』Propy-
läen
を
読
む
。
父
親
か
ら
美
術
研
究
の
許
可
を
得
、
十
月
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
学
生
と
な
る
。
一
八
〇
〇
八
月
と
十
月
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ダ
ニ
エ
ル
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
画
家
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
が
描
い
た
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
『
イ
ー
リ
ア
ス
』『
オ
デ
ュ
セ
イ
ア
』
と
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
悲
劇
の
た
め
の
挿
絵
が
届
く
。
一
八
〇
一
一
月
、「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
芸
術
の
友
」
の
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
を
決
意
、
三
月
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
出
発
し
、
帰
郷
後
、
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
に
Ｃ
・
Ｄ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
を
訪
ね
た
あ
と
、
ベ
ル
リ
ン
経
由
で
六
月
、
ド
レ
ス
デ
ン
着
。
当
地
の
絵
画
館
と
古
代
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
研
究
。
七
月
、
後
に
妻
と
な
る
パ
ウ
リ
ー
ネ
・
バ
ッ
セ
ン
ゲ
と
の
初
め
て
の
出
会
い
。
八
月
、
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品
『
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
』
を
ヴ
ァ
イ
マ
ル
へ
発
送
。
十
一
月
、
テ
ィ
ー
ク
と
直
接
会
う
。
一
八
〇
二
二
月
、「
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
」
に
対
す
18
る
「
芸
術
の
友
」
Ｊ
・
Ｈ
・
マ
イ
ア
ー
の
否
定
的
評
価
を
知
る
。
新
た
な
方
向
性
を
模
索
。
七
月
、
パ
ウ
リ
ー
ネ
へ
の
求
婚
を
彼
女
の
父
親
に
拒
否
さ
れ
た
あ
と
、
一
時
重
病
に
陥
る
が
、
年
末
、
あ
ら
た
め
て
パ
ウ
リ
ー
ネ
に
求
婚
す
る
許
可
を
得
る
。
一
八
〇
三
四
月
、
パ
ウ
リ
ー
ネ
と
婚
約
。
六
月
、
詩
人
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
（
一
八
〇
一
年
没
）
の
弟
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
男
爵
と
マ
イ
セ
ン
を
旅
行
、『
時
』
の
銅
版
画
原
版
を
完
成
。
八
月
、
パ
ウ
リ
ー
ネ
と
共
に
ヴ
ォ
ル
ガ
ス
ト
に
帰
郷
後
、
ベ
ル
リ
ン
で
Ａ
・
Ｗ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
お
よ
び
哲
学
者
フ
ィ
ヒ
テ
と
知
己
を
得
る
。
十
一
月
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
で
は
じ
め
て
ゲ
ー
テ
に
会
い
、
年
末
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
過
ご
す
。
（
作
品
『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』Lehrstunde
der
N
achti-
gall,I
、
一
八
〇
二
／
〇
三
年
）、『
時
』D
ie
Zeiten
一
八
〇
二
／
〇
三
年
）
一
八
〇
四
三
月
、
ド
レ
ス
デ
ン
へ
出
発
、
四
月
、
同
地
で
パ
ウ
リ
ー
ネ
と
結
婚
式
を
挙
げ
た
あ
と
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
へ
帰
る
。
一
八
〇
五
四
月
、
息
子
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
誕
生
、『
時
』
の
銅
版
画
の
刊
行
。
（
作
品
『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』II
他
）
一
八
〇
六
一
月
、
画
家
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
ル
ン
ゲ
を
訪
問
。
四
月
、
家
族
と
共
に
故
郷
ヴ
ォ
ル
ガ
ス
ト
へ
移
住
。
同
年
、
春
と
秋
、
兄
弟
や
友
人
た
ち
と
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
を
散
策
。
（
作
品
『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』Ruhe
auf
der
Flucht
（
一
八
〇
五
／
〇
六
年
）、『
ヒ
ュ
ル
ゼ
ン
ベ
ッ
ク
の
子
供
た
ち
』D
ie
H
ülsenbeckschen
K
inder
（
一
八
〇
五
／
〇
六
年
）。
一
八
〇
七
六
月
、
娘
マ
リ
ア
の
誕
生
。
色
彩
論
を
研
究
。
銅
版
画
『
時
』
の
第
二
版
刊
行
。
（
作
品
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』Petrus
aufdem
M
eer
）。
一
八
〇
八
ゲ
ー
テ
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
へ
招
待
す
る
が
、
ル
ン
ゲ
は
体
調
不
良
。
七
月
、
採
録
し
た
昔
話
『
ね
ず
の
木
の
話
』
Von
den
M
achandel
B
ohm
が
ア
ル
ニ
ム
刊
行
の
文
芸
誌
『
隠
者
新
聞
』Zeitung
für
E
insiedler
に
掲
載
さ
れ
る
。
（
作
品
『
小
さ
な
朝
』D
er
K
leine
M
orgen
、
さ
ら
に
『
大
き
な
朝
』D
er
G
roße
M
orgen
着
手
）
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一
八
〇
九
四
月
、
次
男
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
誕
生
。
八
月
、
オ
イ
テ
ィ
ン
の
画
家
テ
ィ
シ
ュ
バ
イ
ン
の
も
と
へ
旅
行
、
色
彩
論
を
書
き
始
め
る
。
十
一
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
ジ
ロ
デ
の
女
弟
子
、
ル
ン
ゲ
を
訪
問
。
（
作
品
、『
ア
リ
オ
ン
の
海
の
旅
』A
rions
M
eer-
fahrt
）。
一
八
一
〇
二
月
、『
色
彩
球
』Farbenkugel
を
刊
行
、
見
本
を
ゲ
ー
テ
に
送
る
。
三
月
、
病
床
に
伏
す
。
十
二
月
二
日
午
後
、
結
核
に
よ
り
三
十
三
歳
の
若
さ
で
死
去
。
翌
日
息
子
フ
ィ
リ
ッ
プ
生
ま
れ
る
。
（
作
品
『
パ
ウ
リ
ー
ネ
・
ル
ン
ゲPauline
R
unge
、
『
小
夜
啼
鳥
の
茂
み
』D
as
N
achigallgebüsch
）。
右
の
略
伝
か
ら
も
、
一
八
〇
〇
年
当
時
、
ド
イ
ツ
で
は
い
か
に
詩
人
、
小
説
家
、
批
評
家
、
哲
学
者
、
そ
し
て
画
家
た
ち
が
互
い
に
交
流
し
て
い
た
か
が
窺
わ
れ
る
が
、
ル
ン
ゲ
の
場
合
、
大
き
く
分
類
し
て
、
三
つ
の
方
向
か
ら
文
学
的
要
素
が
到
来
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
は
古
典
文
学
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
源
泉
で
あ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
叙
事
詩
人
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
と
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』、
古
代
ロ
ー
マ
の
詩
人
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
と
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
等
の
作
品
を
、
画
家
は
二
十
歳
の
頃
読
ん
で
い
た
ほ
か
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
ゲ
ー
テ
が
刊
行
し
て
い
た
美
学
雑
誌
『
プ
ロ
ピ
ュ
レ
ー
エ
ン
』
や
シ
ラ
ー
の
文
芸
誌
（
前
記
）
を
通
し
て
、
古
典
主
義
的
な
世
界
に
親
し
ん
で
い
た
（
２
）。
第
二
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
ル
ン
ゲ
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
採
り
上
げ
て
い
た
『
聖
書
』
の
モ
テ
ィ
ー
フ
群
で
あ
る
。
そ
の
宗
教
的
雰
囲
気
が
彼
の
風
景
画
に
独
特
な
性
格
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
こ
に
ド
イ
ツ
中
世
の
神
秘
思
想
家
ヤ
ー
コ
プ
・
ベ
ー
メ
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
等
に
関
し
て
は
、
本
稿
の
第
二
部
お
よ
び
第
三
部
で
詳
し
く
扱
う
こ
と
に
す
る
。
第
三
に
、
ル
ン
ゲ
が
生
ま
れ
育
っ
た
同
時
代
的
な
環
境
そ
の
も
の
が
文
学
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
彼
が
通
っ
た
ヴ
ォ
ル
ガ
ス
ト
の
市
立
学
校
で
校
長
を
務
め
て
い
た
、
Ｌ
・
Ｇ
・
コ
ー
ゼ
ガ
ル
テ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
小
説
家
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
『
ク
ラ
リ
ッ
サ
・
ハ
ー
ロ
ー
』（
一
七
四
七
―
四
八
年
）
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
画
家
の
精
神
的
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
ま
た
ル
ン
ゲ
が
商
業
見
習
い
を
し
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
、
ド
イ
ツ
文
学
史
の
巨
匠
た
ち
を
輩
出
し
て
い
た
。
近
代
演
劇
の
父
Ｇ
・
Ｅ
・
レ
ッ
シ
ン
グ
（
一
七
二
九
―
一
七
八
一
年
）
は
、
一
七
六
七
年
か
ら
ハ
ン
ブ
ル
ク
国
民
劇
場
で
活
躍
し
、『
ハ
ン
ブ
ル
ク
演
劇
論
』
20
（
一
七
六
七
―
六
九
年
）
を
発
表
し
て
い
た
が
、
彼
の
美
学
論
文
『
ラ
オ
コ
ー
ン
あ
る
い
は
絵
画
と
文
学
の
境
界
に
つ
い
て
』Laokoon,
oder
Ü
ber
die
G
renzen
der
M
ahlerey
und
Poesie
（
一
七
六
六
年
）
は
ル
ン
ゲ
の
愛
読
書
で
あ
っ
た
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
は
も
う
一
人
、
近
代
ド
イ
ツ
抒
情
詩
の
父
Ｆ
・
Ｇ
・
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
（
一
七
二
四
―
一
八
〇
三
年
）
が
い
た
。
ル
ン
ゲ
は
こ
の
詩
人
か
ら
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
初
期
の
代
表
作
『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
を
描
い
た
。
抒
情
詩
の
分
野
で
は
さ
ら
に
も
う
一
人
、
Ｍ
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
（
一
七
四
〇
―
一
八
一
五
年
）
と
ル
ン
ゲ
は
直
接
知
り
合
っ
た
。
前
者
の
詩
『
小
夜
啼
鳥
に
寄
す
』A
n
die
N
achtigall
は
ル
ン
ゲ
の
右
の
作
品
と
『
ア
モ
ル
の
勝
利
』
に
も
着
想
を
与
え
た
（
３
）。
文
学
的
環
境
は
地
元
の
北
方
の
み
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
当
時
、
い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
運
動
は
各
地
に
拠
点
が
あ
っ
た
が
、
中
で
も
ベ
ル
リ
ン
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
お
よ
び
イ
ェ
ー
ナ
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
そ
し
て
ド
レ
ス
デ
ン
は
重
要
な
発
信
基
地
と
な
っ
て
い
た
。
ル
ン
ゲ
は
、
ま
ず
ベ
ル
リ
ン
で
芸
術
家
小
説
『
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
バ
ル
ト
の
遍
歴
』
の
作
者
Ｌ
・
テ
ィ
ー
ク
に
出
会
い
、
テ
ィ
ー
ク
を
介
し
て
Ｊ
・
ベ
ー
メ
や
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
世
界
を
知
っ
た
。
ド
レ
ス
デ
ン
で
は
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
旗
手
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
と
も
面
識
を
得
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に
は
直
接
ゲ
ー
テ
を
訪
ね
、
晩
年
、
色
彩
論
を
め
ぐ
っ
て
、
彼
は
こ
の
詩
聖
と
親
し
く
交
友
し
た
。
ル
ン
ゲ
の
連
作
『
時
』
に
つ
い
て
卓
越
し
た
エ
ッ
セ
イ
を
残
し
た
ゲ
レ
ス
や
、『
オ
シ
ア
ン
』
連
作
の
発
想
源
と
も
言
え
る
『
オ
シ
ア
ン
に
関
す
る
往
復
書
簡
抜
粋
』
を
発
表
し
た
Ｊ
・
Ｇ
・
ヘ
ル
ダ
ー
（『
ア
モ
ル
の
勝
利
』
は
こ
の
批
評
家
の
詩
に
拠
っ
て
い
る
）
な
ど
も
見
逃
せ
な
い
（
４
）。
以
上
、
三
つ
の
文
学
的
要
素
と
文
学
的
環
境
を
背
景
に
、
ル
ン
ゲ
に
お
け
る
文
学
と
美
術
の
関
係
を
覗
い
て
み
た
い
。
『
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
』
古
典
主
義
的
な
芸
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
掲
げ
て
、
ゲ
ー
テ
と
画
家
Ｊ
・
Ｈ
・
マ
イ
ア
ー
が
設
立
し
て
い
た
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
芸
術
の
友
」
W
eim
arische
K
unstfreunde （５
）は
、
一
八
〇
一
年
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
か
ら
二
つ
の
場
面
を
テ
ー
マ
に
懸
賞
作
品
を
募
っ
た
。
一
つ
は
「
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
ア
キ
レ
ウ
ス
」（
第
九
／
十
九
歌
）、
他
の
一
つ
は
「
ア
キ
レ
ウ
ス
の
河
た
ち
と
の
戦
い
」（
第
二
十
一
歌
）
で
あ
る
。
す
で
に
二
十
歳
（
一
七
九
七
年
）
の
と
き
、
有
名
な
フ
ォ
ス
訳
で
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
に
親
し
み
、
一
七
九
九
年
に
は
ゲ
ー
テ
刊
行
の
美
21
学
雑
誌
『
プ
ロ
ピ
ュ
レ
ー
エ
ン
』（
一
七
九
八
―
一
八
〇
〇
年
）
を
購
読
し
て
い
た
ル
ン
ゲ
（
弟
カ
ー
ル
宛
書
簡
（
６
））
は
、
一
八
〇
一
年
一
月
、
早
速
、
応
募
を
決
意
す
る
。
同
年
三
月
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
発
っ
た
彼
は
、
さ
ら
な
る
画
業
の
研
鑽
の
た
め
に
、
六
月
か
ら
ド
レ
ス
デ
ン
で
新
生
活
を
始
め
、
数
枚
の
試
作
を
経
て
、
八
月
に
は
「
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
」（
図
版
１
）
を
仕
上
げ
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に
発
送
す
る
。
そ
の
間
の
事
情
は
兄
ダ
ニ
エ
ル
に
宛
て
た
彼
の
手
紙
に
詳
し
い
が
（
７
）、
本
稿
で
は
は
じ
め
に
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
の
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
を
読
み
、
次
に
ル
ン
ゲ
の
画
面
構
成
の
特
色
を
検
討
し
て
か
ら
、
こ
の
絵
に
対
す
る
マ
イ
ア
ー
の
批
判
と
そ
の
批
判
へ
の
ル
ン
ゲ
の
反
応
を
最
後
に
紹
介
し
た
い
。
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
全
二
十
四
巻
（
８
）の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
「
ヘ
ク
ト
ー
ル
の
討
死
」（
第
二
十
二
歌
）
の
直
前
に
置
か
れ
た
「
河
の
そ
ば
の
戦
」（
第
二
十
一
歌
）
は
〈
奇
怪
な
一
巻
〉（
高
津
春
繁
）
で
あ
る
。
ト
ロ
イ
エ
ー
軍
の
総
大
将
ヘ
ク
ト
ー
ル
に
討
た
れ
た
親
友
パ
ト
ロ
ク
ロ
ス
の
復
讐
を
果
た
す
べ
く
、
ギ
リ
シ
ア
軍
の
英
雄
ア
キ
レ
ウ
ス
は
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
（＝
ク
サ
ン
ト
ス
）
河
に
逃
げ
込
ん
だ
敵
を
追
っ
て
次
々
に
殺
戮
を
続
け
、
河
は
戦
死
者
の
死
骸
で
埋
ま
る
。
図版１ ルンゲ『アキレウスとスカマンドロス」（１８０１年）
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…
…
、
槍
に
名
を
獲
た
ア
キ
レ
ウ
ス
は
、
切
岸
か
ら
突
き
進
ん
で
、
／
河
の
真
中
へ
跳
び
込
ん
だ
、
そ
れ
へ
と
河
は
大
波
を
挙
げ
劇
し
く
押
し
寄
せ
、
／
流
れ
を
全
て
上
へ
下
へ
と
沸
き
立
た
せ
、
ア
キ
レ
ウ
ス
が
殺
し
た
者
の
／
死
骸
が
そ
れ
を
夥
し
く
河
中
に
詰
ま
っ
て
い
た
の
を
押
し
流
し
て
、
／
牡
牛
の
よ
う
な
吼
声
を
立
て
、
河
外
へ
と
陸
地
の
ほ
う
へ
、
／
そ
れ
ら
を
投
げ
出
し
、
生
き
て
い
る
の
は
美
し
い
流
れ
の
中
に
、
／
深
々
と
し
て
大
き
な
渦
の
巻
く
間
に
恙
な
い
ま
ま
隠
し
て
お
い
た
。
／
し
て
一
方
、
ア
キ
レ
ウ
ス
の
周
囲
に
は
恐
ろ
し
い
波
を
湧
か
し
立
て
、
／
流
れ
る
水
は
盾
に
ぶ
つ
か
り
押
し
あ
げ
れ
ば
、
足
許
さ
え
も
／
確
か
と
は
踏
み
し
め
ら
れ
な
い
。（
二
三
三
―
二
四
二
行
）
呉
茂
一
訳
（
９
）
戦
い
は
い
よ
い
よ
激
し
さ
を
増
し
、
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
河
は
弟
の
シ
モ
エ
イ
ス
河
に
援
助
を
請
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
ギ
リ
シ
ア
軍
と
ト
ロ
イ
エ
ー
軍
そ
れ
ぞ
れ
に
味
方
す
る
神
々
の
間
の
戦
い
が
続
く
。
累
々
と
し
た
死
骸
、
英
雄
と
河
神
た
ち
の
戦
闘
、
そ
し
て
天
上
の
神
々
の
戦
い
。
叙
事
詩
が
次
々
に
繰
り
広
げ
る
激
烈
な
情
景
を
、
い
か
に
一
枚
の
画
面
に
ま
と
め
る
の
か
。
時
間
芸
術
（
文
学
）
と
空
間
芸
術
（
絵
画
）
と
の
関
係
は
、
ル
ン
ゲ
も
読
ん
だ
レ
ッ
シ
ン
グ
の
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
が
、「
芸
術
の
友
」
へ
の
応
募
作
品
「
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
」
は
ど
の
よ
う
に
そ
の
戦
闘
シ
ー
ン
を
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
縦
五
二
・
七
ｃ
ｍ
×
横
六
六
・
三
ｃ
ｍ
の
画
面
向
か
っ
て
左
、
甲
冑
に
身
を
固
め
、
左
手
に
盾
、
右
手
に
長
い
槍
を
構
え
た
ア
キ
レ
ウ
ス
、
画
面
右
、
大
き
な
甕
（
河
流
の
象
徴
）
で
英
雄
を
水
攻
め
に
し
よ
う
と
す
る
裸
の
男
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
が
背
を
向
け
て
い
る
。
ア
キ
レ
ウ
ス
に
殺
害
さ
れ
て
前
景
に
横
た
わ
る
ト
ロ
イ
エ
ー
軍
の
兵
士
の
復
讐
を
河
神
は
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
時
は
夜
、
右
手
上
空
に
は
雲
間
か
ら
月
が
覗
き
、
ア
キ
レ
ウ
ス
を
援
護
す
る
冑
姿
の
パ
ラ
ス
・
ア
テ
ネ
が
浮
遊
す
る
。
全
体
の
構
図
は
、
戦
闘
の
激
し
い
動
き
の
中
に
も
古
代
彫
刻
の
よ
う
な
重
厚
感
が
漲
っ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
軍
随
一
の
英
雄
ア
キ
レ
ウ
ス
に
立
ち
向
か
う
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
河
は
、
小
ア
ジ
ア
は
イ
ダ
山
の
高
い
頂
の
谷
間
に
源
を
発
し
、
西
に
流
れ
、『
イ
ー
リ
ア
ス
』
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
支
流
シ
モ
エ
イ
ス
河
と
合
流
し
て
、
ト
ロ
イ
エ
ー
付
近
で
エ
ー
ゲ
海
に
注
ぐ
大
河
で
あ
る
。
乾
燥
期
に
は
水
量
に
乏
し
い
が
、
逆
に
雨
季
に
は
増
水
し
、
し
ば
し
ば
川
床
を
変
え
る
と
言
わ
れ
る
。
神
の
名
と
し
て
は
ク
サ
ン
ト
ス
と
呼
ば
れ
る
こ
の
河
は
、
ゼ
ウ
ス
の
子
で
、
ト
ロ
イ
エ
ー
王
家
の
祖
先
で
あ
る
（
１０
）。
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
の
戦
い
は
、
従
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
軍
と
ト
ロ
イ
エ
ー
軍
の
戦
い
に
他
な
ら
23
ず
、
こ
の
第
二
十
一
歌
は
、
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ヘ
ク
ト
ー
ル
の
一
騎
打
ち
と
い
う
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
全
篇
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
（
第
二
十
二
歌
）
の
前
哨
戦
あ
る
い
は
伏
線
と
な
る
。
ル
ン
ゲ
は
英
雄
と
擬
人
化
し
た
河
流
（
神
）
と
の
戦
い
の
構
図
に
そ
れ
を
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
。
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
芸
術
の
友
」
が
提
示
し
た
課
題
は
「
ア
キ
レ
ウ
ス
の
河
た
ち
と
の
戦
い
」D
er
K
am
pf
A
chills
m
it
den
Flüssen
で
あ
っ
た
。「
河
」
は
複
数
形
で
あ
る
が
、
ル
ン
ゲ
の
絵
画
の
題
名
は
「
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
」A
chill
und
Skam
andros
で
、
作
品
も
、
実
際
、
擬
人
化
し
た
河
は
一
人
と
な
っ
て
い
る
。「
芸
術
の
友
」
マ
イ
ア
ー
は
ル
ン
ゲ
の
絵
に
つ
い
て
こ
う
コ
メ
ン
ト
す
る
。
「
な
お
、
眼
前
の
ス
ケ
ッ
チ
が
そ
う
で
あ
る
が
、
英
雄
が
河
神
た
ち
の
う
ち
の
一
人
だ
け
を
相
手
に
し
て
い
る
の
は
、
課
題
の
趣
旨
に
反
し
て
い
る
。
…
…
ス
ケ
ッ
チ
も
上
質
の
も
の
と
は
言
え
ず
、
不
正
確
で
わ
ざ
と
ら
し
い
。
我
々
は
作
者
に
古
典
古
代
と
、
古
代
人
の
意
味
で
の
自
然
を
真
剣
に
研
究
す
る
こ
と
を
お
薦
め
す
る
（
１１
）」。
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
で
は
、
実
際
、
ア
キ
レ
ウ
ス
が
戦
っ
た
河
流
は
複
数
で
あ
る
。
ル
ン
ゲ
は
河
流
を
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
（
単
数
）
に
代
表
さ
せ
て
、
勇
壮
な
戦
闘
場
面
に
仕
上
げ
た
の
だ
が
、
そ
の
構
成
を
否
定
し
た
マ
イ
ア
ー
の
コ
メ
ン
ト
は
余
り
に
四
角
四
面
で
「
視
野
が
狭
い
」、
と
今
日
、
大
方
の
注
釈
者
は
指
摘
す
る
（
１２
）。
マ
イ
ア
ー
の
評
言
の
眼
目
は
お
そ
ら
く
、
ル
ン
ゲ
の
描
写
の
「
わ
ざ
と
ら
し
い
」m
a-
niriert
点
に
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
高
貴
な
単
純
さ
と
静
か
な
偉
大
さ
」（
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
）
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
彼
の
古
典
主
義
美
学
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
動
き
の
あ
る
ル
ン
ゲ
の
構
図
は
反
す
る
か
ら
で
あ
る
（
１３
）。
一
八
〇
二
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
マ
イ
ア
ー
の
審
査
報
告
は
、
画
家
ル
ン
ゲ
に
決
定
的
な
方
向
転
換
を
促
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
結
果
的
に
、
ル
ン
ゲ
風
ロ
マ
ン
主
義
空
間
が
誕
生
す
る
契
機
を
与
え
た
と
い
う
意
味
で
、
マ
イ
ア
ー
の
評
価
は
重
要
で
あ
っ
た
（
１４
）。
と
こ
ろ
で
、
も
う
一
人
の
「
芸
術
の
友
」
ゲ
ー
テ
は
、
フ
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
の
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
挿
絵
（
図
版
２
）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。「
河
流
た
ち
と
戦
う
ア
キ
レ
ウ
ス
は
、
素
晴
ら
し
く
考
え
抜
か
れ
、
構
図
化
さ
れ
て
い
る
。
河
流
た
ち
は
い
わ
ば
波
に
乗
せ
て
死
体
を
押
し
流
し
、
そ
こ
に
ア
キ
レ
ウ
ス
が
戦
う
空
間
が
生
ま
れ
る
」。
こ
の
挿
絵
は
「
卓
越
し
、
真
に
古
代
的
で
あ
る
（
１５
）」。
古
典
的
で
あ
る
と
同
時
に
非
古
典
的
な
（
１６
）フ
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
の
ユ
ニ
ー
ク
な
線
描
に
感
銘
を
受
け
た
の
は
ゲ
ー
テ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
八
〇
〇
年
、
兄
ダ
ニ
エ
ル
か
ら
フ
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
画
集
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
ル
ン
ゲ
も
や
は
り
、
こ
の
英
国
の
画
家
か
ら
重
要
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。
フ
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
の
漂
う
人
物
像
を
、
実
は
、
24
『
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
』
以
前
に
、
ル
ン
ゲ
は
試
み
て
い
た
。「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
芸
術
の
友
」
は
、
一
八
〇
〇
年
の
課
題
と
し
て
、『
イ
ー
リ
ア
ス
』
第
一
〇
歌
三
七
七
行
以
下
を
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
と
デ
ィ
オ
メ
デ
ス
は
ト
ロ
イ
エ
ー
の
陣
営
を
夜
に
急
襲
し
、
レ
ソ
ス
を
彼
の
仲
間
も
ろ
と
も
殺
害
し
、
美
し
い
馬
を
奪
っ
た
（
１７
）」
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
ル
ン
ゲ
は
そ
の
た
め
に
二
葉
の
画
面
を
描
い
て
い
る
が
、『
デ
ィ
オ
メ
デ
ス
と
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
ギ
リ
シ
ア
人
の
陣
営
へ
逃
れ
る
』D
iom
edes
und
O
dys-
seus
entw
eichen
zum
Lager
der
G
riechen
（
図
版
３
）
と
題
す
る
作
品
で
は
、
空
中
浮
遊
す
る
パ
ラ
ス
・
ア
テ
ネ
女
神
と
ギ
リ
シ
ア
の
二
人
の
英
雄
、
そ
し
て
背
後
の
暗
闇
に
う
ご
め
く
馬
た
ち
を
、
『
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
』
の
彫
刻
的
性
格
と
は
対
照
的
に
、
は
る
か
に
流
動
的
に
描
い
て
い
る
。
ル
ン
ゲ
は
結
局
、
こ
れ
ら
二
葉
の
作
品
を
ヴ
ァ
イ
マ
ル
へ
は
送
ら
な
か
っ
た
が
、
フ
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
の
影
響
を
窺
わ
せ
る
こ
れ
ら
の
作
品
に
、
彼
自
身
は
満
足
し
て
い
た
（
１８
）。
古
代
彫
刻
の
よ
う
な
構
図
を
選
ん
だ
『
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
』
が
懸
賞
に
落
選
し
た
の
は
、
あ
る
意
味
で
、
皮
肉
と
言
え
ば
皮
肉
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
フ
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
を
一
つ
の
モ
デ
ル
に
し
た
構
図
の
流
動
性
は
、
後
に
、『
時
』
や
『
朝
』
に
採
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
１９
）。
図版２ フラックスマン「スカマンドロスとシモエイスと戦うアキレウ
ス」（１７９３年）
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マ
イ
ア
ー
の
批
評
文
が
出
さ
れ
た
直
後
、
一
八
〇
二
年
二
月
、
ド
レ
ス
デ
ン
で
執
筆
さ
れ
た
論
文
の
中
で
、
ル
ン
ゲ
は
「
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
は
、
結
局
は
無
駄
な
願
望
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
も
は
や
ギ
リ
シ
ア
人
で
は
な
く
、
全
体
を
も
う
そ
の
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
の
だ
」
と
総
括
し
、
こ
う
付
け
加
え
る
。「
新
た
な
課
題
は
〈
感
受
性
と
象
徴
性
に
大
い
に
余
地
を
残
し
て
い
る
（
２０
）〉」、
と
。
そ
し
て
論
文
末
尾
、
近
代
の
状
況
を
ギ
リ
シ
ア
お
よ
び
ロ
ー
マ
と
比
較
し
な
が
ら
、
彼
は
こ
う
特
色
づ
け
る
。「
全
て
は
従
来
の
も
の
よ
り
も
も
っ
と
風
の
よ
う
に
軽
や
か
で
、
す
べ
て
は
風
景
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
い
る
」。「
ふ
た
た
び
歴
史
に
訴
え
る
の
は
間
違
い
で
あ
っ
て
混
乱
さ
せ
る
（
２１
）」。
古
典
主
義
か
ら
ロ
マ
ン
主
義
へ
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
か
ら
近
代
へ
と
大
き
く
舵
を
切
っ
た
、
い
わ
ば
ル
ン
ゲ
の
独
立
宣
言
を
、
我
々
は
こ
の
論
文
か
ら
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ル
ン
ゲ
の
判
断
と
そ
の
方
向
性
は
的
確
で
あ
っ
た
。
事
実
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
古
典
主
義
美
学
雑
誌
『
プ
ロ
ピ
ュ
レ
ー
エ
ン
』
は
一
般
の
関
心
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
一
八
〇
〇
年
で
廃
刊
と
な
り
、
ゲ
ー
テ
は
し
ば
ら
く
時
を
置
い
て
、
晩
年
『
芸
術
と
古
代
』
誌
（
一
八
一
六
―
三
二
年
）
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
ル
ン
ゲ
が
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
の
は
、
二
つ
の
機
関
紙
の
空
白
期
に
当
る
ほ
ぼ
十
年
間
（
一
八
〇
〇
―
図版３ ルンゲ「ディオメデスとオデュッセウスはギリシア人の陣営へ逃れ
る」（１８００年）
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一
八
一
〇
年
）
で
あ
っ
た
。
右
の
論
文
の
中
で
、
ル
ン
ゲ
は
「
感
受
性
」E
m
pfindung
と
「
象
徴
性
」Sym
bolisches
に
つ
い
て
語
っ
た
が
、
そ
こ
に
今
後
の
「
課
題
」を
見
出
し
た
彼
は
、「
も
っ
と
風
の
よ
う
に
軽
や
か
な
」lufti-
ger
und
leichter
空
間
を
造
形
す
る
べ
く
、
心
機
一
転
、
創
作
を
開
始
す
る
。
フ
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
を
高
く
評
価
す
る
点
で
、
ル
ン
ゲ
は
ゲ
ー
テ
と
通
じ
合
う
も
の
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
マ
イ
ア
ー
が
介
在
し
て
一
時
途
切
れ
た
両
者
の
関
わ
り
は
、
一
八
〇
三
年
以
後
、
む
し
ろ
活
発
化
し
、
色
彩
論
を
め
ぐ
っ
て
ル
ン
ゲ
の
晩
年
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
（
２２
）。
『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
『
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
』
の
落
選
を
契
機
に
、
己
が
進
む
べ
き
方
向
を
探
っ
て
い
た
ル
ン
ゲ
は
、
一
八
〇
二
年
春
か
ら
翌
一
八
〇
三
年
一
月
に
か
け
て
、
彼
の
最
初
の
油
彩
画
『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』Lehrstunde
der
N
achtigall
（
図
版
４
）
に
取
り
掛
か
る
。
そ
れ
は
ル
ン
ゲ
独
自
の
境
地
を
切
り
拓
く
き
わ
め
て
重
要
な
作
品
と
な
る
。
伝
記
的
な
背
景
を
最
初
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
八
〇
一
年
三
図版４ ルンゲ「小夜啼鳥
の 授 業」（第２作）
（１８０４年）
27
月
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
発
っ
て
、
一
時
帰
郷
し
た
ル
ン
ゲ
は
、
同
年
六
月
に
ド
レ
ス
デ
ン
で
新
た
な
画
業
研
鑽
に
励
む
が
、
そ
の
直
後
、
当
地
の
手
袋
工
場
主
で
ベ
ル
ギ
ー
の
ユ
グ
ノ
ー
出
身
の
バ
ッ
セ
ン
ゲ
家
の
娘
パ
ウ
リ
ー
ネ
と
出
会
う
。
翌
一
八
〇
二
年
初
頭
『
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
』
に
対
す
る
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
芸
術
の
友
」
の
評
を
知
っ
た
の
ち
、
ル
ン
ゲ
は
兄
ダ
ニ
エ
ル
を
介
し
て
パ
ウ
リ
ー
ネ
と
の
結
婚
を
彼
女
の
両
親
に
申
し
込
む
が
、
娘
の
若
さ
（
当
時
十
七
歳
）
を
理
由
に
彼
女
の
父
に
断
ら
れ
、
秋
に
は
深
刻
な
精
神
的
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
一
八
〇
三
年
一
月
、『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
第
一
作
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
未
完
に
終
わ
る
（
２３
）。
同
年
四
月
、
ル
ン
ゲ
は
書
簡
で
パ
ウ
リ
ー
ネ
の
両
親
に
あ
ら
た
め
て
彼
女
と
の
結
婚
を
申
し
込
み
、
今
度
は
婚
約
が
成
立
、
翌
一
八
〇
四
年
四
月
、
ド
レ
ス
デ
ン
で
結
婚
式
が
行
わ
れ
る
。
同
月
、
二
人
は
ル
ン
ゲ
の
故
郷
ヴ
ォ
ル
ガ
ス
ト
に
帰
郷
し
た
あ
と
、
五
月
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
新
居
を
構
え
る
。
翌
一
八
〇
五
年
四
月
に
は
長
男
が
生
ま
れ
、
五
月
始
め
、
ル
ン
ゲ
は
『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
第
二
作
に
着
手
、
同
年
三
月
そ
れ
が
完
成
す
る
（
２４
）。
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
大
学
で
素
描
教
師
を
し
て
い
た
Ｊ
・
Ｇ
・
ク
ヴ
ィ
ス
ト
ル
プQ
uistorp
（
一
七
五
五
―
一
八
三
五
年
、
Ｃ
・
Ｄ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
師
）
に
宛
て
て
、
当
時
、
ル
ン
ゲ
は
次
の
よ
図版５ ルンゲ「緑のドレスの
パウリーネ」（１８０４年）
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う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。「
私
は
今
『
小
夜
啼
鳥
』
を
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
絵
は
多
く
の
部
分
で
ま
さ
し
く
成
功
し
ま
し
た
の
で
、
た
と
え
私
が
全
体
を
た
び
た
び
違
っ
た
か
た
ち
で
望
ん
だ
り
、
幾
つ
か
の
箇
所
を
も
っ
と
上
手
く
構
想
し
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
と
思
っ
た
り
し
た
と
し
て
も
、
完
成
ま
で
に
注
い
だ
愛
情
と
数
々
の
思
い
出
は
や
は
り
私
に
と
っ
て
非
常
に
魅
力
的
な
の
で
、
私
は
そ
れ
か
ら
離
れ
ら
れ
は
し
な
い
で
し
ょ
う
」（
一
八
〇
五
年
五
月
三
日
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
（
２５
））。
ル
ン
ゲ
自
身
、『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
が
非
常
に
気
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
文
面
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
作
品
に
取
り
組
ん
で
い
た
頃
、
彼
は
パ
ウ
リ
ー
ネ
を
モ
デ
ル
に
数
枚
の
肖
像
画
を
描
い
て
い
る
が
（
図
版
５
）、『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
の
女
性
は
、
明
ら
か
に
彼
女
の
面
影
を
宿
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
こ
の
作
品
は
ル
ン
ゲ
に
と
っ
て
格
別
の
も
の
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
制
作
に
最
初
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
の
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
出
身
の
詩
人
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
の
頌
歌
（
オ
ー
デ
）
『
授
業
』Lehrstunde
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
近
代
抒
情
詩
の
元
祖
と
も
言
わ
れ
る
こ
の
詩
人
と
、
ル
ン
ゲ
は
ハ
ン
ブ
ル
で
の
商
業
見
習
い
時
代
に
、
兄
ダ
ニ
エ
ル
と
そ
の
芸
術
家
仲
間
を
通
じ
て
、
直
接
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
可
能
性
も
あ
る
よ
う
だ
（
２６
）。『
授
業
』
は
次
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。
Flöten
m
ußt
du,
bald
m
it
im
m
er
stärkerem
Laute,/
B
ald
m
it
leiserem
,
bis
sich
verlieren
die
Töne
;/
Schm
ettern
dann,
daß
es
die
W
ipfel
des
W
aldes
dur-
chrauscht
―
―/Flöten,flöten,bis
sich
bey
den
R
osen-
knospen
verlieren
die
Töne （２７
）.
歌
い
な
さ
い
、
あ
る
時
は
ま
す
ま
す
高
い
声
で
、
／
あ
る
時
は
ま
す
ま
す
低
い
声
で
、
や
が
て
そ
の
響
き
が
消
え
る
ま
で
。
／
そ
れ
か
ら
高
ら
か
に
歌
い
な
さ
い
、
森
の
梢
が
さ
ら
さ
ら
と
音
を
立
て
る
よ
う
に
。
―
―
／
歌
い
な
さ
い
、
歌
い
な
さ
い
、
薔
薇
の
蕾
の
陰
で
そ
の
響
き
が
消
え
る
ま
で
。
小
夜
啼
鳥
（
ナ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ー
ル
）、
別
名
、
夜
鶯
は
そ
の
啼
き
声
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
豊
か
さ
と
変
化
す
る
音
域
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
の
ゆ
え
に
、「
鳴
禽
」Singvogel
と
し
て
知
ら
れ
（
２８
）、
ド
イ
ツ
抒
情
詩
で
も
人
気
の
鳥
類
で
あ
る
。
そ
の
高
度
な
音
楽
性
が
こ
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
本
質
と
内
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
右
の
詩
で
は
、
こ
の
鳥
の
啼
き
声
が
自
然
（
森
の
梢
／
薔
薇
の
蕾
）
の
中
に
溶
け
込
む
様
子
が
繊
細
か
つ
情
景
豊
に
歌
わ
れ
て
い
る
。
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ル
ン
ゲ
の
『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
の
画
面
構
成
を
見
て
み
よ
う
（
２９
）。
縦
一
〇
四
・
七
ｃ
ｍ
、
横
八
五
・
五
ｃ
ｍ
の
長
方
形
の
中
央
に
、
楕
円
形
の
空
間
が
奥
行
き
の
あ
る
風
景
を
繰
り
広
げ
る
。
画
面
右
の
木
（
樫
）
の
枝
に
羽
の
あ
る
女
性
が
腰
掛
け
、
左
側
で
は
翼
を
持
っ
た
少
年
が
同
じ
く
枝
に
座
っ
て
い
る
。
女
性
は
少
年
が
両
手
に
持
つ
笛
を
指
差
し
て
い
る
。
よ
く
見
る
と
、
少
年
が
座
る
大
き
な
木
の
下
に
、
さ
ら
に
一
人
の
子
供
が
眠
っ
て
い
る
。
明
る
い
光
が
そ
の
上
に
垣
間
見
え
る
。
楕
円
を
囲
む
周
縁
部
分
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
子
供
三
人
と
植
物
が
絡
み
合
う
様
子
が
浮
き
彫
り
風
に
描
か
れ
て
い
る
。
額
縁
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
平
面
の
絵
で
、
こ
れ
は
一
種
の
錯
覚
〔
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
〕
効
果
で
あ
る
。
楕
円
の
真
下
、
蜻
蛉
が
茎
に
と
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
左
側
に
百
合
の
茎
、
右
側
に
薔
薇
の
蔓
が
そ
れ
ぞ
れ
上
方
へ
と
伸
び
、
左
側
で
は
、
百
合
の
萼
か
ら
羽
を
生
や
し
た
少
年
（
精
霊
）
が
左
手
の
人
差
し
指
に
鳥
（
小
夜
啼
鳥
）
を
乗
せ
、
右
側
で
は
、
薔
薇
の
萼
か
ら
や
は
り
羽
を
生
や
し
た
子
供
（
精
霊
）
が
高
い
枝
に
と
ま
る
鳥
に
向
か
っ
て
両
手
を
伸
ば
し
て
い
る
。
一
方
、
楕
円
の
真
上
で
は
、
樫
の
木
の
枝
に
腰
掛
け
た
翼
の
あ
る
少
年
が
竪
琴
を
弾
い
て
い
る
。
以
上
、
周
縁
の
図
柄
は
全
体
に
唐
草
模
様
（
ア
ラ
ベ
ス
ク
）
を
描
い
て
い
る
。
ル
ン
ゲ
は
こ
の
作
品
の
試
作
段
階
で
、
周
縁
部
と
中
央
楕
円
部
を
別
々
に
制
作
し
（
図
版
６
／
７
）、
あ
と
で
そ
れ
ら
を
合
成
し
た
が
、
周
縁
と
中
央
の
こ
の
二
重
構
造
は
、
こ
の
画
家
に
独
特
の
象
徴
的
空
間
を
構
成
す
る
重
要
な
手
法
と
し
て
、『
時
』
シ
リ
ー
ズ
や
『
朝
』
で
も
応
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
３０
）。
ル
ン
ゲ
自
身
の
解
説
に
よ
れ
ば
（
３１
）、
小
夜
啼
鳥
に
両
手
を
伸
ば
す
薔
薇
の
精
霊
は
「
地
上
の
愛
」
を
表
し
、
他
方
、
指
に
小
夜
啼
鳥
を
乗
せ
た
百
合
の
精
霊
は
「
天
上
の
愛
」
を
示
す
。
こ
れ
ら
周
縁
部
の
「
愛
」
は
、
画
面
中
央
の
楕
円
の
中
で
展
開
さ
れ
る
「
授
業
」
と
い
う
名
の
「
愛
」
の
場
面
と
呼
応
し
て
、
複
合
的
な
意
味
の
層
を
形
成
す
る
。
さ
て
、『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
の
制
作
に
打
ち
込
ん
で
い
た
頃
、
ル
ン
ゲ
は
ド
レ
ス
デ
ン
で
作
曲
家
兼
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ル
ガ
ーLudw
ig
B
erger
（
一
七
七
七
―
一
八
三
九
年
）
と
親
し
く
交
友
し
て
、
音
楽
へ
の
関
心
を
急
速
に
深
め
て
い
た
（
３２
）。『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
は
、
前
述
の
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
の
詩
の
主
題
で
あ
る
歌
の
『
授
業
』、
換
言
す
れ
ば
、
音
楽
の
レ
ッ
ス
ン
の
場
面
に
他
な
ら
な
い
。
一
方
、『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
を
描
い
て
い
た
当
時
、
ル
ン
ゲ
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
時
代
の
知
友
で
デ
ン
マ
ー
ク
の
画
家
Ｃ
・
Ｃ
・
ベ
ー
ン
デ
ルB
öhndel
（
一
七
七
九
―
一
八
四
七
年
）
に
宛
て
て
こ
30
う
書
き
送
っ
て
い
る
「
こ
れ
は
小
夜
啼
鳥
だ
け
で
は
な
く
、
見
て
の
通
り
、
プ
シ
ュ
ケ
ー
と
ア
モ
ル
な
の
で
す
」（
一
八
〇
一
年
十
一
月
七
日
（
３３
））。
楕
円
の
中
の
女
性
と
少
年
は
、
従
っ
て
、
古
代
の
神
話
上
の
存
在
で
も
あ
る
よ
う
だ
。
ア
モ
ル
（＝
ク
ピ
ド
ー
）
と
プ
シ
ュ
ケ
ー
の
物
語
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
作
家
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
（
紀
元
後
二
世
紀
）
の
『
黄
金
の
驢
馬
』
（＝
『
変
身
物
語
』）
で
知
ら
れ
る
。
美
し
い
王
の
娘
プ
シ
ュ
ケ
ー
は
姿
の
見
え
な
い
怪
物
の
も
と
に
嫁
入
り
す
る
。
夜
中
に
灯
火
で
横
た
わ
る
怪
物
を
照
ら
す
と
、
そ
れ
は
美
し
い
青
年
ア
モ
ル
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
灯
油
が
一
滴
上
に
落
ち
、
驚
い
た
青
年
は
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
プ
シ
ュ
ケ
ー
は
彼
を
捜
し
求
め
て
世
界
中
を
さ
ま
よ
い
、
ア
モ
ル
の
母
ウ
ェ
ヌ
ス
（
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
ー
）
の
も
と
で
難
題
を
片
付
け
た
あ
と
、
地
下
世
界
の
女
王
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
か
ら
持
た
さ
れ
た
函
を
開
け
る
。
そ
の
瞬
間
、
彼
女
は
眠
り
込
み
、
今
度
は
ア
モ
ル
が
彼
女
を
捜
し
て
、
矢
で
そ
の
眼
を
覚
ま
さ
せ
る
。
そ
の
後
二
人
は
ユ
ピ
テ
ル
（
ゼ
ウ
ス
）
の
許
し
に
よ
っ
て
、
神
々
の
住
む
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
に
上
り
、
プ
シ
ュ
ケ
ー
と
ウ
ェ
ヌ
ス
も
最
後
に
和
解
す
る
（
３４
）。
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
の
「
ア
モ
ル
と
プ
シ
ュ
ケ
ー
」
は
、「
美
女
と
野
獣
」
あ
る
い
は
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
型
の
物
語
の
起
源
と
も
な
っ
て
い
る
有
名
な
物
語
で
あ
る
が
（
３５
）、
ル
ン
ゲ
は
『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
の
中
図版６ ルンゲ「枠の構成」（１８０２
年）
図版７ ルンゲ「小夜啼鳥の授業」
（１８０２年）
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で
、
向
か
っ
て
右
に
女
性
プ
シ
ュ
ケ
ー
、
左
に
少
年
ア
モ
ル
を
配
置
す
る
。
た
だ
、
前
者
が
小
夜
啼
鳥
の
母
親
で
、
後
者
が
彼
女
か
ら
啼
き
方
（＝
音
楽
）
の
「
授
業
」
を
受
け
る
子
供
だ
と
す
る
と
、
絵
の
中
の
二
人
は
、
古
代
の
物
語
に
お
け
る
関
係
性
を
直
接
的
に
反
映
す
る
存
在
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
様
々
な
困
難
（
怪
物
〔
と
さ
れ
た
存
在
〕
へ
の
嫁
入
り
、
姑
〔
ウ
ェ
ヌ
ス
〕
の
難
題
、
等
々
）
を
乗
り
越
え
た
あ
と
の
愛
の
成
就
（
天
上
界
で
の
暮
ら
し
）
が
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
な
ら
ば
、『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
は
ル
ン
ゲ
自
身
が
書
簡
で
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
モ
ル
と
プ
シ
ュ
ケ
ー
の
内
容
を
何
ら
か
の
か
た
ち
で
具
象
化
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、
プ
シ
ュ
ケ
ー
が
パ
ウ
リ
ー
ネ
を
、
ア
モ
ル
が
画
家
自
身
を
象
徴
し
て
い
る
の
だ
と
す
る
と
、
絵
の
構
図
は
ど
う
解
釈
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
「
魂
」
を
意
味
す
る
プ
シ
ュ
ケ
ー
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
一
般
に
「
鳥
」
あ
る
い
は
「
蝶
」
の
姿
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
（
３６
）。
画
面
右
手
の
女
性
は
実
際
、
蝶
の
羽
を
つ
け
て
い
る
。
ウ
ェ
ヌ
ス
の
息
子
で
「
愛
」
を
意
味
す
る
ア
モ
ル
（
ク
ピ
ド
ー
）
に
は
、
画
面
左
手
の
少
年
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
翼
が
生
え
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
文
主
義
者
た
ち
は
、
ア
モ
ル
と
プ
シ
ュ
ケ
ー
の
物
語
を
「
願
望
」（
エ
ロ
ス＝
ア
モ
ル
）
と
結
ば
れ
よ
う
と
す
る
「
魂
」（
プ
シ
ュ
ケ
ー
）
の
哲
学
的
寓
意
と
し
て
解
読
し
た
が
（
３７
）、
ル
ン
ゲ
の
『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
に
は
、
そ
の
よ
う
な
神
話
の
解
釈
を
背
景
に
し
た
だ
け
で
は
解
決
し
難
い
あ
る
種
の
謎
が
あ
る
。
何
よ
り
問
題
な
の
は
、
女
性
と
少
年
が
視
線
を
合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
を
扱
っ
た
論
文
（
３８
）の
中
で
、
Ｆ
・
フ
ォ
ネ
ッ
セ
ン
は
ル
ン
ゲ
と
パ
ウ
リ
ー
ネ
と
の
関
係
性
か
ら
こ
の
謎
に
一
つ
の
回
答
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
八
歳
年
下
の
女
性
に
、
最
初
、
画
家
は
未
熟
さ
や
若
さ
を
感
じ
、
従
っ
て
、
年
長
者
と
し
て
「
教
え
る
」（
授
業
）
立
場
を
自
覚
し
た
が
、
他
方
で
、
互
い
の
愛
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
年
齢
を
超
え
て
、
む
し
ろ
若
い
恋
人＝
妻
か
ら
画
家
は
創
作
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
も
言
え
る
霊
感
〔
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
〕
を
受
け
、
彼
女
か
ら
「
教
え
ら
れ
る
」
己
を
感
じ
始
め
る
。
両
手
に
笛
を
持
っ
た
ま
ま
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
当
惑
顔
の
少
年
は
、
ル
ン
ゲ
自
身
の
似
姿
に
他
な
ら
な
い
、
と
（
３９
）。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
、
確
か
に
パ
ウ
リ
ー
ネ
は
画
家
に
「
霊
感
を
与
え
る
ミ
ュ
ー
ズ
（
４０
）」
で
あ
り
、
ル
ン
ゲ
は
彼
女
を
通
し
て
、
己
の
魂
を
覗
き
込
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
の
浮
き
彫
り
風
の
枠
縁
に
は
「
地
上
の
愛
」（
薔
薇
）
と
「
天
上
の
愛
」（
百
合
）
が
ア
モ
ル
（
愛
）
を
中
心
に
描
か
れ
て
い
た
が
、
画
面
中
央
、
楕
円
の
中
の
二
人
は
、
現
実
の
中
で
、
そ
し
て
創
作
活
動
32
の
中
で
、
互
い
の
愛
を
育
み
合
う
芸
術
家
と
そ
の
妻
の
霊
妙
な
一
瞬
の
間
を
捉
え
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
森
閑
と
し
た
樫
の
木
立
の
中
、
小
夜
啼
鳥
の
声
が
響
き
わ
た
る
夜
、
木
の
下
に
眠
る
子
供
は
ど
の
よ
う
な
夢
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
『
ア
リ
オ
ン
の
海
の
旅
』
『
時
』
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
版
（
一
八
〇
七
年
）、
そ
し
て
最
後
の
大
作
『
朝
』（『
小
さ
な
朝
』
一
八
〇
八
年
）
を
完
成
し
、『
大
き
な
朝
』
（
一
九
〇
九
年
）
に
着
手
し
て
い
た
頃
、
ル
ン
ゲ
は
古
典
古
代
に
取
材
し
た
水
彩
画
『
ア
リ
オ
ン
の
海
の
旅
』A
rions
M
eerfahrt
（
図
版
８
）
を
描
く
。
あ
る
歌
劇
場
の
幕
の
た
め
の
下
絵
で
あ
る
。
当
時
、
彼
は
パ
リ
に
滞
在
し
て
い
た
画
家
の
友
人
Ｆ
・
Ａ
・
フ
ォ
ン
・
ク
リ
ン
コ
フ
シ
ュ
ト
レ
ー
ムK
linkow
ström
（
一
七
七
六
―
一
八
三
五
年
）
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
君
は
こ
の
点
で
私
を
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
私
が
思
う
に
、
装
飾
は
建
築
の
実
用
的
な
部
分
と
数
理
的
な
部
分
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
文
学
的
部
分
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
三
つ
は
す
べ
て
一
つ
の
も
の
な
の
で
す
。
舞
台
の
た
め
の
絵
画
は
あ
ら
ゆ
る
装
飾
の
精
華
で
あ
り
、
そ
の
意
図
を
具
体
的
に
説
明
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
…
…
多
く
の
壁
掛
け
や
装
飾
に
お
い
て
は
、
形
と
色
彩
の
点
で
、
自
然
の
絵
画
的
光
景
が
き
わ
め
て
軽
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
で
、
誰
も
が
楽
し
く
そ
の
中
に
身
を
お
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
４１
）」。
若
い
頃
か
ら
、
ル
ン
ゲ
は
美
術
の
実
際
的
な
活
用
に
大
い
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
ル
ン
ゲ
家
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、
家
具
職
人
や
錠
前
屋
の
た
め
に
彼
が
描
い
た
見
本
ス
ケ
ッ
チ
が
収
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
後
も
、
例
え
ば
、
ゲ
ー
テ
の
た
め
に
花
の
切
絵
を
作
成
し
、
ス
ト
ー
ブ
の
熱
よ
け
に
そ
れ
を
付
け
る
説
明
書
を
添
え
て
送
り
、
友
人
ペ
ル
テ
ス
に
は
、
ソ
フ
ァ
ー
の
上
部
を
飾
る
た
め
の
油
彩
画
『
月
の
出
』M
ondaufgang
（
一
八
〇
八
年
）
を
制
作
し
た
り
し
た
が
（
４２
）、
そ
も
そ
も
彼
は
室
内
装
飾
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
「
経
済
的
な
基
盤
の
上
に
芸
術
的
な
自
由
を
実
現
す
る
可
能
性
（
４３
）」
を
認
め
て
い
た
。『
狩
の
歓
び
』D
ie
Freuden
der
Jagd
（
一
八
〇
八
／
〇
九
年
）
や
『
小
夜
啼
鳥
の
茂
み
』（
一
八
一
〇
年
）
は
そ
の
目
的
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
４４
）。
ク
リ
ン
コ
フ
シ
ュ
ト
レ
ー
ム
宛
の
右
の
書
簡
に
は
、
室
内
装
飾
に
対
す
る
ル
ン
ゲ
の
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
が
窺
わ
れ
る
。
歌
劇
場
を
飾
る
た
め
に
構
想
さ
れ
た
『
ア
リ
オ
ン
の
海
の
旅
』
は
、
縦
五
一
・
〇
ｃ
ｍ
、
横
一
一
八
・
七
ｃ
ｍ
の
水
彩
画
で
あ
る
。
音
楽
を
め
ぐ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
伝
承
か
ら
想
を
得
た
も
の
で
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
紀
元
前
四
八
四
頃
―
四
二
五
年
頃
）
の
『
歴
史
』
が
出
典
の
33
一
つ
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
そ
の
第
一
巻
二
三
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
彼
（
ペ
リ
ア
ン
ド
ロ
ス
）
の
在
世
中
、
世
に
も
珍
し
い
事
件
が
あ
っ
た
。
メ
テ
ュ
ム
ナ
の
人
ア
リ
オ
ン
が
、
海
豚
に
乗
っ
て
海
上
を
タ
イ
ナ
ロ
ン
岬
ま
で
運
ば
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ア
リ
オ
ン
は
当
時
彼
に
比
肩
す
る
も
の
な
し
と
さ
れ
た
竪
琴
弾
き
の
歌
い
手
で
、
わ
れ
わ
れ
の
知
る
限
り
で
は
デ
ィ
テ
ュ
ラ
ン
ボ
ス
の
創
始
者
で
命
名
者
で
も
あ
り
、
コ
リ
ン
ト
ス
で
こ
れ
を
上
演
も
し
た
人
物
で
あ
る
（
４５
）」。
続
く
『
歴
史
』
第
一
巻
二
四
に
よ
る
と
、
ギ
リ
シ
ア
の
レ
ス
ボ
ス
島
出
身
の
ア
リ
オ
ン
は
、
コ
リ
ン
ト
ス
の
僭
主
ペ
リ
ア
ン
ド
ロ
ス
の
宮
廷
に
寄
寓
し
て
い
た
。
あ
る
と
き
イ
タ
リ
ア
と
シ
チ
リ
ア
へ
赴
き
、
音
楽
に
よ
っ
て
多
額
の
報
酬
を
得
た
彼
は
、
コ
リ
ン
ト
ス
人
の
船
を
雇
い
、
タ
レ
ン
ト
ゥ
ム
か
ら
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
し
か
し
海
上
に
出
る
と
、
船
員
た
ち
は
彼
を
海
に
突
き
落
と
し
て
金
を
奪
お
う
と
企
ん
だ
。
ア
リ
オ
ン
は
命
乞
い
を
し
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
せ
め
て
正
装
し
て
最
後
に
一
曲
歌
わ
せ
て
く
れ
と
彼
ら
に
頼
み
、
歌
い
終
わ
っ
た
ら
自
決
す
る
と
約
束
し
た
。
船
員
た
ち
は
世
界
最
高
の
歌
が
聞
け
る
こ
と
を
喜
び
、
船
尾
か
ら
中
央
に
移
っ
た
。
後
甲
板
に
立
っ
た
歌
い
手
は
祭
礼
歌
を
歌
い
終
わ
る
と
、
そ
の
ま
ま
海
中
に
身
を
投
じ
た
。
船
は
コ
リ
ン
ト
ス
目
指
し
て
走
り
去
っ
た
が
、
一
頭
の
海
豚
が
現
れ
、
ア
リ
オ
ン
を
背
に
乗
せ
て
ギ
リ
シ
ア
南
東
の
タ
イ
ナ
ロ
ン
岬
に
運
ん
だ
。
歌
人
は
コ
リ
ン
ト
ス
に
向
か
い
、
ペ
リ
ア
ン
ド
ロ
ス
に
仔
細
を
語
っ
た
。
僭
主
は
そ
れ
を
信
じ
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
帰
国
し
た
船
員
た
ち
を
呼
び
出
し
、
ア
リ
オ
ン
の
消
息
を
尋
ね
る
と
、
彼
は
イ
タ
リ
ア
で
無
事
だ
と
彼
ら
は
答
え
た
。
そ
の
瞬
間
、
ア
リ
オ
ン
自
身
が
姿
を
現
し
、
遂
に
船
員
た
ち
の
犯
行
が
暴
か
れ
た
の
だ
っ
た
（
４６
）。
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
学
の
百
科
辞
典
ス
イ
ダ
スSuidas
（
紀
元
後
図版８ ルンゲ「アリオンの海の旅」（１８０９年）
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一
〇
世
紀
末
）
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
オ
ンA
rion
は
第
三
十
八
回
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
祭
の
頃
（
紀
元
前
六
二
八
―
六
二
五
年
）
に
活
躍
し
た
メ
テ
ュ
ム
ナ
出
身
の
抒
情
詩
人
で
、
詩
人
ア
ル
ク
マ
ー
ン
の
弟
子
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
彼
は
悲
劇
様
式
を
発
明
し
、
初
め
て
合
唱
隊
（
コ
ロ
ス
）
を
組
織
し
て
、
酒
神
賛
歌
（
デ
ィ
テ
ュ
ラ
ン
ボ
ス
）
を
歌
っ
た
と
さ
れ
る
（
４７
）。
古
代
の
歌
人
を
め
ぐ
る
奇
蹟
譚
は
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
間
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
一
八
〇
二
年
に
ル
ン
ゲ
が
知
り
合
っ
た
批
評
家
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
、
そ
の
『
ギ
リ
シ
ア
人
と
ロ
ー
マ
人
の
文
学
の
歴
史
』（
一
七
九
八
年
）
の
中
で
、
音
楽
と
抒
情
詩
と
の
密
接
な
関
係
に
触
れ
な
が
ら
、
イ
ビ
ュ
コ
ス
や
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
と
共
に
、
ア
リ
オ
ン
の
名
を
挙
げ
て
い
る
（
４８
）。
歌
劇
場
の
幕
を
飾
る
情
景
を
描
く
に
際
し
て
、
音
楽
の
魅
力
で
わ
が
命
を
救
っ
た
歌
人
の
姿
が
、
画
家
ル
ン
ゲ
の
眼
前
に
浮
か
ん
で
き
た
に
ち
が
い
な
い
。
海
と
海
豚
と
歌
人
。
ア
リ
オ
ン
伝
説
を
形
成
す
る
こ
れ
ら
の
要
素
を
、
ル
ン
ゲ
は
一
幅
の
絵
画
に
ま
と
め
る
。
細
部
を
見
て
み
よ
う
。
画
面
は
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
幕
を
想
定
し
て
横
に
幅
広
い
。
海
の
風
景
で
あ
る
。
遠
景
に
岸
辺
が
見
え
る
。
上
空
に
月
が
出
て
い
る
。
そ
の
光
が
広
い
水
面
の
中
央
に
映
り
、
そ
の
線
上
の
中
景
に
一
人
の
人
物
を
乗
せ
た
海
豚
が
泳
い
で
い
る
。
あ
ち
こ
ち
に
白
鳥
が
浮
か
ぶ
。
前
景
に
は
、
左
右
対
称
に
大
き
な
芥
子
〔
け
し
〕
の
島
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
三
人
ず
つ
裸
の
少
年
が
座
っ
て
い
る
。
楽
器
を
手
に
し
た
子
が
左
右
の
島
に
一
人
ず
つ
い
る
。
左
側
は
弦
楽
器
、
右
側
は
笛
で
あ
る
。
六
人
は
皆
、
画
面
中
央
に
注
目
し
、
耳
を
澄
ま
せ
て
い
る
。
中
景
の
海
豚
に
乗
っ
た
人
物
は
楽
器
を
持
ち
、
衣
装
が
風
に
な
び
く
。
色
調
は
月
夜
の
光
景
に
ふ
さ
わ
し
く
全
体
に
グ
レ
ー
と
ブ
ル
ー
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
月
明
か
り
の
静
け
さ
の
中
で
音
楽
が
始
ま
る
。
伝
説
的
な
歌
の
名
人
ア
リ
オ
ン
は
、
そ
の
音
楽
の
力
で
人
（
船
乗
り
）
の
心
も
自
然
界
（
海
豚
）
の
心
も
掴
ん
だ
が
、
ル
ン
ゲ
の
水
彩
画
『
ア
リ
オ
ン
の
海
の
旅
』
は
、
音
楽
の
殿
堂
（
歌
劇
場
）
を
飾
る
べ
く
、
太
古
の
神
話
世
界
か
ら
彼
を
近
代
に
蘇
ら
せ
る
。
画
面
と
同
様
、
奥
行
き
の
あ
る
発
想
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
島
の
少
年
た
ち
は
音
楽
の
守
護
霊
の
イ
メ
ー
ジ
化
で
、
シ
ン
メ
ト
リ
ー
の
調
和
的
な
構
図
は
自
然
を
統
括
す
る
音
楽
そ
の
も
の
の
象
徴
の
よ
う
だ
（
４９
）、
そ
し
て
風
景
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ア
ル
ス
タ
ー
湖
の
そ
れ
だ
と
言
わ
れ
る
（
５０
）。
森
羅
万
象
の
心
を
捉
え
る
音
楽
の
力
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
オ
ル
ペ
ウ
ス
神
話
に
よ
っ
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ア
リ
オ
ン
は
ド
ラ
マ
（
悲
劇
）
の
起
源
に
直
接
関
わ
る
人
物
で
あ
る
だ
け
に
（
前
記
ス
イ
ダ
ス
）、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に
は
よ
り
一
層
相
応
し
い
。
そ
し
て
こ
の
音
楽
の
力
は
、
他
な
ら
ぬ
『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
の
主
題
で
35
も
あ
っ
た
。
そ
の
油
彩
は
樫
の
木
の
茂
み
の
静
け
さ
を
描
い
て
い
た
が
、
夜
、
静
寂
、
月
明
か
り
、
白
鳥
、
音
楽
と
い
っ
た
、
ま
さ
し
く
ロ
マ
ン
主
義
的
モ
メ
ン
ト
を
『
ア
リ
オ
ン
の
海
の
旅
』
は
美
し
く
描
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、「
芥
子
」
と
「
海
豚
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
。
芥
子
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
大
地
の
女
神
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
や
地
下
の
女
神
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
芥
子
の
鞘
は
有
名
な
エ
レ
ウ
シ
ス
の
秘
儀
で
も
用
い
ら
れ
た
。
民
間
信
仰
で
は
、
芥
子
の
種
子
は
豊
饒
を
象
徴
す
る
が
、
古
典
古
代
に
お
い
て
、
芥
子
と
眠
り
は
ほ
と
ん
ど
同
義
で
あ
っ
た
（
５１
）。
『
時
』
シ
リ
ー
ズ
の
「
夜
」N
acht
に
も
芥
子
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
一
方
、
海
豚
も
や
は
り
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
彩
る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
動
物
は
海
神
ポ
セ
イ
ド
ー
ン
、
ア
ポ
ロ
ン
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
、
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
が
、
殊
に
、
海
の
旅
の
友
、
音
楽
の
友
と
し
て
親
し
ま
れ
、
ポ
ン
ペ
イ
の
壁
画
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
以
後
は
装
飾
芸
術
の
分
野
で
人
気
が
あ
っ
た
。
絵
画
で
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
『
ガ
ラ
テ
ア
の
勝
利
』（
一
五
一
四
年
）（
図
版
９
）、
彫
刻
で
は
バ
ロ
ッ
ク
期
の
ベ
ル
ニ
ー
ニ
作
『
ト
リ
ト
ー
ン
の
噴
水
』（
一
六
三
七
年
）
で
有
名
で
あ
る
（
５２
）。
ル
ン
ゲ
は
ア
リ
オ
ン
の
伝
説
圏
か
ら
こ
の
海
の
生
物
を
呼
び
出
し
、
図版９ ラファエロ「ガラテアの
勝利」（１５１１年）
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彼
が
大
い
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
装
飾
芸
術
に
登
場
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
海
は
エ
ー
ゲ
海
な
ら
ぬ
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
そ
れ
で
、
南
方
と
北
方
、
古
代
と
近
代
は
、
彼
が
脳
裏
に
描
く
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
美
し
く
、
あ
る
意
味
リ
ア
ル
に
融
合
す
る
。
ベ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
（
５３
）、
月
に
照
ら
さ
れ
た
風
景
の
光
の
効
果
は
、
薄
い
水
彩
の
層
を
通
し
て
輝
く
白
い
紙
の
地
が
生
み
出
し
て
い
る
よ
う
で
、
ル
ン
ゲ
晩
年
の
色
彩
理
論
の
水
彩
画
へ
の
応
用
が
そ
こ
に
窺
わ
れ
る
と
言
う
。
と
も
あ
れ
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
画
家
ル
ン
ゲ
は
、
油
彩
『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
お
よ
び
水
彩
『
ア
リ
オ
ン
の
海
の
旅
』
に
よ
っ
て
、
音
楽
が
秘
め
る
計
り
知
れ
な
い
力
を
、
感
性
豊
か
に
、
象
徴
的
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
（
５４
）。
結
語
例
え
ば
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
『
夜
の
讃
歌
』
や
長
編
小
説
『
青
い
花
』、
論
文
『
キ
リ
ス
ト
教
世
界
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
５５
）』
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
る
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
イ
メ
ー
ジ
は
、〈
夜
〉
と
〈
夢
〉
と
〈
中
世
〉
へ
の
憧
憬
に
要
約
さ
れ
る
（
５６
）。
画
家
ル
ン
ゲ
が
親
し
く
交
際
し
た
作
家
テ
ィ
ー
ク
も
中
世
伝
説
に
取
材
し
た
『
金
髪
の
エ
ッ
ク
ベ
ル
ト
』
を
含
む
民
話
集
（
一
七
九
七
年
）
や
『
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
時
代
の
ミ
ン
ネ
歌
集
』（
一
八
〇
三
年
）
等
を
編
集
・
刊
行
し
、
ル
ン
ゲ
は
後
者
の
た
め
に
装
飾
図
案
（
ヴ
ィ
ネ
ッ
ト
）
を
作
成
し
て
い
る
が
（
５７
）、
ゲ
ル
マ
ン
的
中
世
へ
の
こ
う
し
た
志
向
性
と
は
対
照
的
に
、
一
八
〇
〇
年
前
後
の
ド
イ
ツ
で
は
、
中
世
末
期
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
、
近
代
の
ゲ
ー
テ
、
そ
し
て
ロ
マ
ン
派
の
テ
ィ
ー
ク
と
ヴ
ァ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
ダ
ー
が
謳
歌
し
た
南
方
へ
の
憧
憬
が
人
々
を
魅
了
し
て
い
た
（
５８
）。
ル
ン
ゲ
に
強
い
感
銘
を
与
え
た
テ
ィ
ー
ク
の
芸
術
家
小
説
『
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
バ
ル
ト
の
遍
歴
』
も
こ
う
し
た
系
譜
に
属
す
る
。
ル
ン
ゲ
の
創
作
活
動
は
、
以
上
の
よ
う
な
時
代
動
向
の
只
中
で
展
開
さ
れ
た
。
ゲ
ー
テ
の
よ
う
に
イ
タ
リ
ア
へ
は
旅
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
ル
ン
ゲ
は
ド
レ
ス
デ
ン
で
ル
ネ
サ
ン
ス
の
絵
画
や
古
代
彫
刻
を
研
究
し
、
ゲ
ー
テ
が
発
刊
し
て
い
た
美
学
雑
誌
『
プ
ロ
ピ
ュ
レ
ー
エ
ン
』
を
講
読
し
な
が
ら
、
自
ら
の
美
的
世
界
を
構
築
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
。
そ
し
て
一
方
で
、
彼
は
若
い
頃
か
ら
愛
読
し
た
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
古
典
文
学
か
ら
様
々
な
示
唆
や
発
想
を
獲
得
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
叙
事
詩
と
古
代
の
神
話
・
伝
承
に
取
材
し
た
彼
の
絵
画
作
品
を
考
察
し
た
。
『
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
』、『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
そ
し
て
『
ア
リ
オ
ン
の
海
の
旅
』
は
そ
れ
ぞ
れ
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
文
学
を
背
景
に
し
て
は
じ
め
て
そ
の
深
層
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。
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『
イ
ー
リ
ア
ス
』
を
典
拠
に
、
夜
の
戦
場
で
河
神
と
の
死
闘
を
繰
り
広
げ
る
英
雄
の
姿
を
描
い
た
第
一
の
作
品
は
、
図
ら
ず
も
、
ル
ン
ゲ
に
お
け
る
古
典
主
義
か
ら
ロ
マ
ン
主
義
へ
の
転
換
を
促
す
結
果
と
な
っ
た
。
再
起
を
期
し
た
第
二
の
作
品
（『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』）
は
、
夜
の
樫
の
森
の
中
で
、
歌
を
伝
授
す
る
女
性
（
小
夜
啼
鳥
の
母
／
プ
シ
ュ
ケ
ー
）
と
そ
れ
に
聞
き
入
る
少
年
（
小
夜
啼
鳥
の
子
供
／
ア
モ
ル
）
を
対
置
さ
せ
、
ま
た
第
三
の
作
品
（『
ア
リ
オ
ン
の
海
の
旅
』）
は
、
月
光
の
下
、
歌
の
名
手
に
耳
を
傾
け
る
子
供
た
ち
を
前
景
に
描
い
て
、
古
代
と
近
代
、
神
話
（
ア
モ
ル
と
プ
シ
ュ
ケ
ー
／
ア
リ
オ
ン
伝
説
）
と
現
実
（
ル
ン
ゲ
と
パ
ウ
リ
ー
ネ
／
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
）
が
微
妙
に
融
合
す
る
世
界
を
創
出
す
る
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
夜
に
魅
せ
ら
れ
『
夜
の
讃
歌
』
を
残
し
た
が
、
ル
ン
ゲ
も
ま
た
夜
の
静
寂
に
微
か
な
光
を
当
て
、
そ
の
静
け
さ
を
突
き
破
っ
て
響
き
わ
た
る
音
楽
の
力
を
賛
美
し
た
。
視
覚
の
芸
術
は
こ
う
し
て
聴
覚
の
芸
術
と
一
体
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
註序（１
）
年
譜
作
成
に
際
し
て
、
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。
R
unge
in
seiner
Zeit,
H
erausgeber
:W
erner
H
ofm
ann,
PrestelVerlag,M
ünchen,1977.
（
以
下
、R
unge
in
seiner
Zeit
と
略
記
）/Philipp
O
tto
R
unge,
B
riefe
und
Schriften,
H
rsg.
und
kom
m
entiert
von
Peter
B
etthausen,
H
enschelverlag
K
unst
und
G
esellschaft,
D
D
R
−B
erlin,
1983.
（
以
下
、R
unge,
B
riefe
und
Schriften
と
略
記
）
（
２
）Peter−K
laus
Schuster,
A
kadem
ie,
A
ntike,
W
eim
ar
und
O
ssian,in
:R
unge
in
seiner
Zeit,S.85.
（
３
）H
anna
H
ohl,
K
unst
und
Liebe
:D
ie
Lehrstunde
der
N
achtigall,in
:R
unge
in
seiner
Zeit,S.162.
（
４
）H
anna
H
ohl,
D
er
T
rium
ph
des
A
m
or’s,
oder
eigentlich
der
Liebe,in
:R
unge
in
seiner
Zeit,S.155.
『
ア
キ
レ
ウ
ス
と
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
』
（
５
）
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
芸
術
の
友
」W
eim
arische
K
unstfreunde
（W
.
K
.F.
）
は
、
ゲ
ー
テ
と
ス
イ
ス
の
画
家
Ｊ
・
Ｈ
・
マ
イ
ア
ー
が
、
一
時
、
シ
ラ
ー
お
よ
び
Ｃ
・
Ｌ
・
フ
ェ
ル
ノ
ー
の
助
力
を
得
て
、
擬
古
典
主
義
の
芸
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
掲
げ
て
設
立
し
た
協
会
。
一
七
九
九
年
か
ら
一
八
〇
五
年
ま
で
、
毎
年
、
造
形
芸
術
の
懸
賞
課
題
を
提
示
し
、
受
賞
作
品
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
美
術
展
覧
会
に
展
示
し
た
。G
ero
von
W
ilpert,
G
oethe−Lexikon,
A
lfred
K
röner
Verlag,
Stuttgart,1998,S.1158.
（
６
）R
unge,B
riefe
und
Schriften,S.33f.
（
７
）
一
八
〇
一
年
八
月
七
日
付
。R
unge,
B
riefe
und
Schriften,
38
S.51−53.
（
８
）H
om
er,Ilias,Ü
bertragen
von
H
ans
R
upé.M
it
U
rtext,A
n-
hang
und
R
egistern,
5.
A
ufl.
Im
E
rnst
H
eim
eran
Verlag,
M
ünchen,1974.
（T
usculum
−B
ücherei
）/H
om
er,Ilias,Ü
ber-
setzt
von
Johann
H
einrich
Voss,
Philipp
R
eclam
jun.
Stuttgart,
1970.
（
フ
ォ
ス
訳
）。
ホ
メ
ー
ロ
ス
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
呉
茂
一
訳
、
上
・
中
・
下
、
岩
波
文
庫
、
昭
和
四
四
（
三
三
）
年
。
な
お
、
高
津
春
繁
著
『
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
英
雄
叙
事
詩
』、
岩
波
新
書
、
一
九
七
二
（
六
六
）
を
参
照
し
た
。
（
９
）
ホ
メ
ー
ロ
ス
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
下
、
呉
茂
一
訳
、
二
一
二
頁
。
（
１０
）D
er
K
leine
Pauli,
Lexikon
der
A
ntike
in
fünf
B
änden,
D
eutscher
Taschenbuch
Verlag,
M
ünchen,
B
d.5,
S.220f.
（Skam
andros
）
（
１１
）
註
（
２
）a.a.O
.S.88.
（
１２
）B
ibliothek
der
K
unstliteratur,
B
d.4,
R
om
antische
K
un-
stlehre,H
rsg.von
Friedm
ar
A
pel,D
eutscher
K
lassiker
Ver-
lag,Frankfurt
am
M
ain.,1992.S.874.
等
。
（
１３
）R
unge,B
riefe
und
Schriften,
Vorw
ort,
S.11.
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
を
参
照
の
こ
と
。
ヘ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ネ
ム
著
『
ド
イ
ツ
近
代
絵
画
史
―
古
典
主
義
か
ら
ロ
マ
ン
主
義
へ
』
神
林
恒
道
・
武
藤
三
千
夫
共
訳
、
岩
崎
美
術
社
、
一
九
九
一
（
八
五
）
年
、
一
三
八
―
一
三
九
頁
。
千
足
伸
行
著
『
ロ
マ
ン
主
義
芸
術
』、
美
術
出
版
社
、
一
九
七
八
年
。
特
に
７
「
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
―
ロ
マ
ン
主
義
―
現
代
」
の
章
。
（
１４
）J.
W
.
G
oethe,
Säm
tliche
W
erke,
B
riefe,
Tagebücher
und
G
espräche,
B
d.
18,
Ä
sthetische
Schriften
1771−1805,
H
rsg.
von
Friedm
ar
A
pel,
D
eutscher
K
lassiker
Verlag,
Frankfurt
am
M
ain,
1998,
S.1304./Peter
B
etthausen,
Philipp
O
tto
R
unge,E
.A
.Seem
ann
Verlag,Leipzig,2008
（1980
）,S.13f.
（
１５
）
註
（
１４
）a.a.O
.,S.655,829.
（
１６
）
註
（
２
）a.a.O
.,S.85.
（
１７
）
註
（
１２
）a.a.O
.,S.873f.
（
１８
）
註
（
２
）a.a.O
.,S.86.
（
１９
）Stefanie
Poley,
R
unge
und
Flaxm
an,
in
：R
unge
in
seiner
Zeit,S.282.
（
２０
）R
unge,B
riefe
und
Schriften,S.237f.
（
２１
）a.a.O
.,S.238.
（
２２
）
例
え
ば
、
一
八
〇
六
年
十
二
月
四
日
、
一
八
一
〇
年
二
月
一
日
付
の
ル
ン
ゲ
の
ゲ
ー
テ
宛
書
簡
参
照
、R
unge,B
riefe
und
Schriften,
S.194−196,
222f.
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
を
参
照
の
こ
と
。
岡
林
洋
「
ル
ン
ゲ
の
色
彩
論
と
ゲ
ー
テ
」（
神
林
恒
道
編
『
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
世
界
』、
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
一
﹇
一
九
九
〇
﹈
年
所
収
）
『
小
夜
啼
鳥
の
授
業
』
（
２３
）P.B
etthausen,Ph.O
.R
unge,S.21f.
（
２４
）
一
八
〇
五
年
五
月
三
日
付
ル
ン
ゲ
の
ク
ヴ
ィ
ス
ト
ル
プ
宛
書
簡
、
39
R
unge,B
riefe
und
Schriften,S.172.
（
２５
）a.a.O
.,S.172f.
（
２６
）Peter−K
laus
Schuster,
R
unge−C
hronik,
in
:R
unge
in
seiner
Zeit,S.20.
（
２７
）H
anna
H
ohl,
K
unst
und
Liebe
:D
ie
Lehrstunde
der
N
achtigall,in
:R
unge
in
seiner
Zeit,S.162.
（
２８
）E
nzyklopädie
des
M
ärchens,H
rsg.von
K
urt
R
anke,W
al-
ter
de
G
ruyter,
B
erlin/N
ew
York,
B
d.9,
1999,
S.1122−1125.
（N
achtigall
）
（
２９
）Peter
B
etthausen,Ph.O
.R
unge,S.22.
／
註
（
２７
）a.a.O
.162
f.
他
、
藤
縄
千
艸
編
『
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
画
集
』（『
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
全
集
』
別
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
、
第
二
章
「
ル
ン
ゲ
」、
特
に
七
二
―
七
三
頁
。
（
３０
）
註
（
２７
）a.a.O
.,
S.163
／Peter
B
etthausen,
Ph.
O
.
R
unge,
S.22.
（
３１
）
註
（
２７
）a.a.O
.,S.163.
（
３２
）Peter
B
etthausen,
Ph.
O
.
R
unge,
S.14.
／R
unge,
B
riefe
und
Schriften,Vorw
ort,S.10.
（
３３
）
本
章
註
（
５
）a.a.O
.,S.162.
（
３４
）
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
『
黄
金
の
驢
馬
』
呉
茂
一
訳
（
筑
摩
書
房
『
世
界
文
学
大
系
』
六
七
「
ロ
ー
マ
文
学
集
」
昭
和
四
一
年
所
収
）
四
九
―
七
一
頁
。
（
３５
）E
nzyklopädie
des
M
ärchens,
B
d.1,
1977,
S.464−472.
（A
m
or
und
Psyche
）
（
３６
）O
tto
H
iltbrunner,
K
leines
Lexikon
der
A
ntike,
4.
A
ufl.
Francke
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史
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